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　来年４月の統合中学校開校により、 
今年度で閉校となる町内４つの中学校 
で閉校記念式典が開催され、どの学校 
でも特色のある閉校記念式典や関連事 
業が行われました。 
　新郷中学校と奥川中学校は10月21日 
に、西会津中学校と群岡中学校は11月 
11日にそれぞれ行われ、各学校とも生 
徒や学校関係者、中学校出身者など大 
勢の人が集まり、それぞれの思いを胸 
に閉校を記念しました。 

　
新
郷
中
学
校
で
は
、
校
庭
に
閉
校
記
念
碑
が
 

設
置
さ
れ
、
式
典
の
前
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
ま
た
、
式
典
後
の
祝
賀
会
で
は
地
元
の
 

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
舞
踊
や
銭
太
鼓
が
披
露
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

新
郷
中
学
校
 

　
奥
川
中
学
校
で
は
、
文
化
祭
（
高
陽
祭
）
と
併
せ
 

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
九
時
か
ら
昼
食
を
挟
ん
 

で
午
後
三
時
ま
で
が
文
化
祭
で
、
各
ク
ラ
ス
の
発
表
 

や
全
校
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
式
典
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

奥
川
中
学
校
 

昭
和
 

　
　
新
郷
中
学
校
創
立
 

　
　
講
堂
（
小
中
共
用
）
完
成
 

　
　
校
舎
完
成
、
小
学
校
と
離
れ
 

　
　
独
立
校
舎
と
な
る
 

　
　
寄
宿
舎
開
設
 

　
　
学
校
給
食
開
始
 

　
　
校
歌
制
定
 

　
　
へ
き
地
一
級
地
に
指
定
 

　
　
小
中
学
校
体
育
館
完
成
 

　
　
小
中
学
校
プ
ー
ル
完
成
 

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
 

　
　
男
子
バ
レ
ー
部
県
大
会
出
場
 

平
成
 

２
　
寄
宿
舎
廃
止
 

新
郷
中
学
校
の
あ
ゆ
み
 

奥
川
中
学
校
の
 

あ
ゆ
み
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222745465155101112

252641454748495354

57

58

59

62

63

昭
和
 

　
　
奥
川
中
学
校
創
立
 

　
　
校
舎
完
成
、
小
学
校
 

　
　
と
離
れ
独
立
校
舎
と
 

　
　
な
る
 

　
　
新
校
舎
第
一
期
工
事
 

　
　
完
了
 

　
　
新
校
舎
第
二
期
工
事
 

　
　
完
了
 

　
　
体
育
館
完
成
 

　
　
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

　
　
部
県
大
会
二
位
 

　
　
寄
宿
舎
完
成
 

　
　
プ
ー
ル
完
成
 

平
成
 

７
　
男
子
卓
球
部
県
大
会
 

　
　
出
場
 

　
　
全
校
生
に
よ
る
校
舎
 

　
　
内
壁
塗
装
 

　
　
生
徒
・
教
師
に
よ
る
 

　
　
校
舎
廊
下
塗
装
 

　
　
一
人
暮
ら
し
家
庭
の
 

　
　
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

　
　
活
動
で
雪
対
策
功
労
 

　
　
賞
特
別
賞
を
受
賞
 

　
　
生
徒
・
教
師
に
よ
る
 

　
　
技
術
室
床
塗
装
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群
岡
中
学
校
で
は
、
式
典
の
後
に
１
、
２
年
生
 

に
よ
り
統
合
中
学
校
の
校
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
中
学
校
Ｏ
Ｂ
の
石
川
 

和
子
さ
ん
が
「
群
岡
中
学
校
の
思
い
出
と
私
の
生
 

き
方
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
 

群
岡
中
学
校
 

　
西
会
津
中
学
校
で
は
、
応
援
歌
を
作
成
し
た
Ｏ
 

Ｂ
に
よ
り
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
 

た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
教
職
員
 

有
志
に
よ
る
鬼
面
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
 

た
。
 西

会
津
中
学
校
 

昭
和
 

　
　
群
岡
中
学
校
創
立
 

　
　
校
舎
完
成
、
小
学
校
と
離
 

　
　
れ
独
立
校
舎
と
な
る
 

　
、
　
、
　
、
　
 

　
　
体
操
部
県
大
会
優
勝
 

　
　
体
育
館
完
成
 

　
　
火
災
に
よ
り
体
育
館
を
残
 

　
　
し
て
全
焼
 

　
　
新
校
舎
完
成
 

　
　
完
全
給
食
実
施
 

　
　
プ
ー
ル
完
成
 

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
県
大
会
 

　
　
二
位
、
東
北
大
会
二
位
、
 

　
　
全
国
大
会
出
場
 

　
　
新
体
育
館
完
成
 

　
、
平
成
１
 

　
　
ス
キ
ー
部
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
 

　
　
リ
ー
女
子
個
人
（
土
田
志
 

　
　
津
子
）
全
国
大
会
出
場
 

４
　
陸
上
女
子
百
　
（
佐
藤
裕
 

　
　
美
子
）
全
国
大
会
出
場
 

群
岡
中
学
校
の
あ
ゆ
み
 

昭
和
 

　
　
野
沢
中
学
校
及
び
尾
野
本
 

　
　
中
学
校
創
立
 

　
　
尾
野
本
中
学
校
下
谷
分
校
 

　
　
が
独
立
し
て
黒
沢
中
学
校
 

　
　
と
な
る
 

　
　
野
沢
中
学
校
と
尾
野
本
中
 

　
　
学
校
の
統
合
に
よ
り
西
会
 

　
　
津
中
学
校
と
し
て
発
足
 

　
　
新
校
舎
第
一
期
工
事
完
成
 

　
　
新
校
舎
第
二
期
工
事
完
成
 

　
　
プ
ー
ル
完
成
 

　
　
校
歌
制
定
 

　
　
西
会
津
給
食
セ
ン
タ
ー
開
 

　
　
設
 

　
　
黒
沢
中
学
校
を
吸
収
合
併
 

平
成
 

３
、
４
、
６
、
７
 

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
県
大
会
 

　
　
出
場
 

６
、
７
、
　
、
　
、
　
、
 

　
　
剣
道
部
県
大
会
出
場
 

８
　
野
球
部
県
大
会
出
場
 

　
　
女
子
バ
レ
ー
部
県
大
会
出
 

　
　
場
 

　
　
陸
上
女
子
砲
丸
投
げ
（
大
 

　
　
竹
智
子
）
全
国
大
会
出
場
 

　
　
剣
道
部
東
北
大
会
出
場
 

西
会
津
中
学
校
の
あ
ゆ
み
 

22

22343637383947581213

10

11

12

13

24333640414354575963

34

36

37
メ
ー
 

ト
ル
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長
年
に
わ
た
り
町
の
発
展
と
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
る
平
成
十
三
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
、
自
治
区
長
大
会
及
び

納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
と
あ
わ
せ
て
、
十
一
月

七
日
に
統
合
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
 

自
治
区
長
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

 　
自
治
功
労
表
彰
は
、
町
の
政
治
や
経
済
な
ど

の
分
野
で
町
政
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
 

々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
特
別
功
労
表
彰
は
前

町
助
役
の
佐
藤
三
二
さ
ん
、
功
労
表
彰
は
前
町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
の
長
谷
川
隆
さ
ん
が

受
賞
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

つ
づ
い
て
、
自
治
区
長
及
び
納
税
貯
蓄
組
合
長

の
永
年
勤
続
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
福
島
県
立
会
津
大

学
教
授
の
橋
本
正
道
氏
に
よ
る
『
情
報
通
信
技

術
の
進
歩
と
今
後
の
情
報
化
社
会
』
と
題
し
た

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
や
電
子
商
取
引
の
現
状
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
、
生
活
に
関
連
し
た
情
報
化

社
会
の
今
後
の
発
展
の
方
向
と
そ
の
課
題
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
例
を
示
し
な
が
ら
話
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
町
で
は
、
予
防
接
種
法
の
改
正
 

　
　
　
　
　
に
も
と
づ
き
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
 

　
　
　
　
　
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
九
日
に
開
か
れ
た
町
 

　
　
　
　
　
議
会
臨
時
会
で
予
防
接
種
に
関
す
 

　
　
　
　
　
る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
 

　
　
　
　
　
に
よ
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
 

　
　
　
　
　
者
は
無
料
で
予
防
接
種
を
受
け
る
 

　
　
　
　
　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

　
　
　
　
　
た
。
 

　
　
　
　
　
　
例
年
の
予
測
で
は
一
月
か
ら
の
 

　
　
　
　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
が
予
想
さ
 

　
　
　
　
　
れ
ま
す
。
予
防
接
種
の
効
率
性
を
 

　
　
　
　
　
高
め
る
た
め
に
は
、
流
行
す
る
前
 

　
　
　
　
　
の
十
二
月
中
の
早
い
時
期
に
受
け
 

　
　
　
　
　
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

 ▼
対
象
者
　
十
月
三
十
一
日
現
在
で
六
十
五
歳

　
　
　
　
　
以
上
の
方
（
対
象
者
に
は
通
知
し

　
　
　
　
　
て
あ
り
ま
す
）
 

▼
期
　
間
　
平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
　
　
　
の
月
〜
金
曜
日
の
午
前
中
 

▼
実
施
機
関
　
西
会
津
診
療
所
、群
岡
診
療
所
、
 

　
　
　
　
　
　
伊
藤
医
院
、
石
川
医
院
 

▼
接
種
料
金
　
無
料
 

▼
受
け
方
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
申
込

　
　
　
　
　
書
と
予
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入

　
　
　
　
　
の
う
え
、
医
療
機
関
に
２
枚
と
も

　
　
　
　
　
持
参
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
│
２
３
０
６
 

自治功労者表彰 
◎特別功労表彰者 
　佐　藤　三　二さん　（白　坂） 
　〈前町助役〉 
◎功労表彰者 
　長谷川　　隆　さん　（縄　沢） 
　〈前町納税貯蓄組合連合会長〉 
 
感謝状贈呈 
◎自治区長永年勤続者 

　１５年勤続者 
　　橋谷田　満　江さん　（６町内） 
　１０年勤続者 
　　石　本　武　彦さん　（上野尻） 
　５年勤続者 
　　矢　部　四美男さん　（中　町） 
　　五十嵐　　治　さん　（宮　野） 
 
◎納税貯蓄組合長永年勤続者 

　２０年勤続者 
　　小　島　一　夫さん　（５町内） 
　　安　部　英　一さん　（山　口） 
　１５年勤続者 
　　渡　部　トキノさん　（黒　沢） 
　　伊　藤　三　枝さん　（　塩　） 
　　永　井　利　吉さん　（新　町） 
　１０年勤続者 
　　三　留　定　志さん　（縄　沢） 
　　山　口　茂　起さん　（漆　窪） 
　　長谷川　虎　男さん　（真ヶ沢） 

自
治
功
労
者
表
彰
式
 

自

治

区

長

大

会
 

納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
 

晴れの受彰者 

47

高齢者のインフルエンザ 
予防接種を無料で実施します 
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冬
期
間
の
交
通
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、

単
に
除
雪
機
械
に
よ
る
作
業
だ
け
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
除
雪
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
安

全
に
通
行
で
き
る
道
路
が
確
保
で
き
ま
す
。
 

　
雪
に
強
い
克
雪
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
も
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
次
の

事
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ◆
除
雪
の
障
害
と
な
る
物
に
は
 

　
赤
い
標
識
を
 

　
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
す
る
恐
れ
の
あ
る
構

造
物
に
は
、
赤
い
布
切
れ
な
ど
で
目
立
つ
よ
う

に
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
敷
き
や

道
路
路
肩
よ
り
一
　
以
内
の
障
害
物
は
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 ◆
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
保
全
に
ご
協
力
を
 

　
除
雪
作
業
を
安
全
に
行
う
た
め
、
道
路
路
肩

に
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
を
立
て
ま
す
。
こ
の
ポ
ー
ル

は
除
雪
作
業
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
倒
し
た
り
し
な
い
よ
う
、
ま
た
倒
れ
て
い

る
と
き
は
立
て
直
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ◆
路
上
駐
車
は
 

　
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
 

　
道
路
上
に
一
台
で
も
車
が
あ
る
と
、
そ
こ
か

ら
先
は
除
雪
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

   除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
 

車
を
破
損
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
路
上
に
は
絶
対
に
駐
車
を
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

 ◆
田
畑
に
砂
利
が
入
る
こ
と
も
 

　
除
雪
に
あ
た
っ
て
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

作
業
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
沿

線
の
耕
地
に
雪
と
と
も
に
砂
利
な
ど
が
入
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
 

 ◆
騒
音
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
 

　
通
勤
、
通
学
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
除
雪

は
早
朝
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ

っ
て
は
深
夜
に
出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

除
雪
作
業
に
よ
る
騒
音
は
ご
容
赦
願
い
ま
す
。
 

 ◆
雪
お
ろ
し
は
一
斉
に
 

　
屋
根
の
雪
を
道
路
上
に
お
ろ
し
た
時
は
、
通

行
に
支
障
の
な
い
よ
う
す
み
や
か
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。
 

 ◆
除
雪
の
問
い
合
わ
せ
は
 

　
自
治
区
長
を
通
じ
て
 

　
除
雪
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
自
治
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
町
建
設
課
に
連
絡
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
建
設
課
管
理
係
　
　
　
　
│
４
５
３
４
 

45

　
日
中
は
ま
だ
暖
か
い
と
は
い
え
、
朝
晩
は
め
っ
き
り
寒
く
な
 

り
ま
し
た
。
山
へ
の
冠
雪
の
便
り
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
 

え
、
今
年
も
い
よ
い
よ
降
雪
と
の
闘
い
が
始
ま
り
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
 

く
り
推
進
の
た
め
、
今
年
も
生
活
道
路
の
交
通
確
保
に
全
力
を
 

傾
け
て
い
き
ま
す
。
 

  　

新
規
路
線
を
計
上
 

　
今
年
度
の
除
雪
計
画
で
は
、
新
規
整
備
路
線
を
除
雪
路
線
に
 

追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
車
道
は
町
道
と
県
道
の
受
託
を
併
せ
て
 

二
二
五
路
線
、
一
六
四
・
四
　
と
な
り
、
昨
年
よ
り
二
・
二
　
 

延
長
が
伸
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
二
台
、
タ
 

イ
ヤ
ド
ー
ザ
三
八
台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
二
台
を
配
備
し
万
 

全
を
期
し
て
お
り
ま
す
が
、
円
滑
な
除
雪
を
行
う
に
は
町
民
の
 

み
な
さ
ん
の
協
力
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
よ
り
一
層
の
協
力
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

メ
ー
 

ト
ル
 

キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
 

キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
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入
賞
お
め
で
と
う
 

（
①
は
大
賞
・
一
位
、
②
は
金
賞
・
二
位
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

 《
文
化
祭
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
》
 

◆
絵
画
Ⅰ
　
①
新
田
穂
積
　
②
黒
澤
京
子
 

◆
絵
画
Ⅱ
　
①
和
久
井
正
己
　
②
清
野
義
美
 

◆
書
道
　
①
伊
藤
嘉
宣
　
②
佐
藤
光
義
 

◆
写
真
　
①
長
谷
川
み
よ
子
　
②
長
谷
川
正
 

◆
手
芸
　
①
斎
藤
設
子
　
②
佐
藤
カ
ヂ
子
 

◆
俳
句
　
①
藤
田
耕
　
②
玉
木
子
浪
 

◆
川
柳
　
①
な
し
　
②
小
林
佳
子
 

◆
菊
花
　
①
山
本
茂
信
　
②
佐
藤
ハ
ナ
エ
 

 《
健
康
福
祉
ま
つ
り
部
門
》
 

◎
老
人
作
品
展
 

◆
わ
ら
工
芸
品
　
①
伊
藤
房
男
　
②
五
十
嵐
義

　
　
　
　
　
　
　
男
 

◆
民
・
工
芸
品
　
①
長
谷
川
サ
ヨ
　
②
渡
部
太

　
　
　
　
　
　
　
郎
 

◆
手
芸
品
　
①
田
部
俊
一
郎
　
②
斎
藤
ミ
サ
ノ
 

◆
書
・
絵
・
句
　
①
佐
藤
百
太
郎
　
②
和
久
井

　
　
　
　
　
　
　
正
己
 

◆
陶
芸
品
　
①
山
崎
実
　
②
本
多
ツ
ル
エ
 

◎
心
身
障
害
者
作
品
展
 

　
①
さ
ゆ
り
の
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
 

　
②
仲
川
直
子
 

 《
商
工
ま
つ
り
部
門
》
 

◆
観
光
写
真
展
　
①
林
健
次
郎
　
②
薄
定
雄
 

　毎年恒例の『西会津ふるさとまつ 
り（第１６回文化と産業祭）』（町 
ふるさと振興推進委員会主催）が、 
１１月２日から４日の３日間にわた 
って、さゆり公園を会場に盛大に行 
われました。 
　今年も「桐ゲタ健康マラソン」や 
「牛牛フェア」、「開運！なんでも 
鑑定団出張鑑定」などの多彩なイベ 
ントに、町内外から約２６，０００ 
人が訪れ、ふるさとまつりを楽しみ 
ました。 

さ
あ
　
鑑
定
の
結
果
は
！
 

いよいよふるさとまつりの始まりです 

小中学生がキンボールに挑戦しました 

縄
跳
び
、
反
復
横
跳
び
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
 

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
に
挑
戦
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《
農
業
ま
つ
り
部
門
》
 

◆
穀
類
　
①
石
川
丈
夫
　
②
伊
藤
一
、
杉
原
徳

　
　
　
　
夫
 

◆
根
菜
類
　
①
二
瓶
ハ
ル
子
　
②
薄
紀
夫
 

◆
葉
茎
菜
類
　
①
岩
橋
伝
　
②
三
留
君
男
 

◆
果
実
類
　
①
長
谷
川
信
彦
　
②
佐
藤
康
治
 

◆
競
作
　
①
武
藤
定
鬼
、
二
瓶
栄
喜
、
新
沢
豊

　
　
　
　
二
、
長
谷
川
カ
ツ
ノ
 

◎
素
人
そ
ば
打
ち
大
会
 

　
大
会
名
人
位
　
長
谷
川
正
 

　
大
会
名
人
　
　
二
瓶
富
市
 

 《
桐
ゲ
タ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
》
 

◆
一
般
男
子
　
①
佐
藤
秋
生
　
②
福
地
雅
弘
 

◆
一
般
女
子
　
①
佐
藤
町
子
　
②
遠
藤
ゆ
う
子
 

◆
壮
年
男
子
　
①
吉
村
一
哉
　
②
小
林
彦
栄
 

◆
中
学
男
子
　
①
斎
藤
賢
太
郎
　
②
三
留
洋
太
 

◆
中
学
女
子
　
①
渡
部
沙
樹
　
②
渡
部
綾
 

◆
小
学
生
　
　
①
岩
渕
大
　
②
秋
山
将
太
朗
 

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
①
簗
田
好
造
・
皓
 

　
　
　
　
　
　
②
佐
藤
昌
利
・
利
己
 

 《
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
》
 

◆
一
般
男
子
　
①
新
田
勝
博
　
②
上
野
智
章
 

◆
少
年
男
子
　
①
井
上
真
春
　
②
三
瓶
大
輔
 

◆
女
子
　
　
　
①
橋
本
朝
子
　
②
山
崎
り
え
 

 《
み
ん
な
で
健
康
・
運
動
能
力
チ
ェ
ッ
ク
》
 

　
①
奥
中
　
②
群
岡
 

 《
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
》
 

　
①
本
町
　
②
尾
登
Ｂ
 

西会津産のおいしい牛肉です 

日本記録をめざして　それっ！ 

桐
さ
ん
さ
ゆ
り
さ
ん
大
集
合
に
も
参
加
し
て
い
る
桐
山
扶
華
偉
 

さ
ん
は
、
6
回
目
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
 

、
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
 

　
　
　
　
　
私
は
最
近
、
野
沢
小
学
校
で
毎
週
 

　
　
　
　
月
曜
日
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
 

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
毎
週
楽
し
み
に
し
 

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
参
加
者
の
様
子
か
ら
判
断
 

す
れ
ば
、
彼
ら
も
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
 

で
す
。
私
は
相
手
が
強
い
競
技
が
大
好
き
で
す
。
 

し
か
し
、
私
の
日
本
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
体
験
 

で
は
、
一
つ
の
チ
ー
ム
は
強
い
選
手
ば
か
り
、
 

相
手
が
初
級
の
人
た
ち
ば
か
り
と
い
う
事
が
多
 

い
で
す
。
今
回
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
参
加
者
は
、
 

若
く
て
早
い
人
も
い
れ
ば
、
以
前
か
ら
技
術
を
 

持
っ
て
い
る
国
体
メ
ン
バ
ー
も
い
る
の
で
レ
ベ
 

ル
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
月
曜
日
、
汗
 

を
か
く
ま
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
、
そ
れ
が
参
 

加
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
 

思
い
ま
す
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
あ
り
、
 

何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
ス
 

ポ
ー
ツ
に
よ
る
利
益
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

肉
体
的
な
利
益
 

　
運
動
不
足
の
人
は
手
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
 

手
を
上
げ
た
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
　
代
か
ら
自
分
の
趣
味
を
や
め
、
あ
ま
り
動
 

か
な
い
仕
事
を
し
、
運
動
し
な
い
で
生
活
が
進
 

め
ば
、
数
年
後
に
は
運
動
不
足
に
な
っ
て
し
ま
 

い
ま
す
。
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
は
 

20

　
町
と
交
流
を
し
て
い
る
沖
縄
県
平
良
市
で
行
わ
 

れ
た
宮
古
の
産
業
ま
つ
り
に
、
町
か
ら
物
産
販
売
 

の
出
展
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
町
で
は
　
月
　
、
　
日
に
行
わ
れ
た
産
業
ま
つ
 

り
の
２
日
目
に
出
展
し
、
米
や
り
ん
ご
、
地
酒
な
 

ど
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
ど
の
特
産
品
も
 

好
評
で
、
中
に
は
１
時
間
足
ら
ず
で
完
売
し
た
も
 

の
も
あ
り
大
盛
況
の
出
展
と
な
り
ま
し
た
。
 

 

11

10

11

　町老人クラブ連合会（渡部宇一会長）の主催によるさゆり銭太鼓３周年記念発 
表大会が、11月23日にさゆり公園で行われました。 
　さゆり銭太鼓は、香川県寒川町との交流事業の一環として導入され、高齢者の 
いきがい活動として町内に広く普及しました。その３周年を記念しての発表会に 
は、本家の寒川町や西会津中学校からも出演をいただくなど盛大に行われ、会場 
のお客さんからは惜しみない拍手が贈られました。 
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   効
果
的
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
準
備
運
動
や
ト
 

レ
ー
ニ
ン
グ
も
や
り
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
 

や
っ
て
い
る
人
た
ち
の
体
は
丈
夫
に
な
っ
て
い
 

き
ま
す
。
運
動
す
れ
ば
、
体
の
い
ろ
い
ろ
な
働
 

き
方
や
免
疫
機
能
な
ど
が
良
く
な
り
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、
運
動
不
足
で
あ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
の
 

解
消
や
病
気
の
治
り
も
悪
く
な
り
ま
す
。
逆
に
 

運
動
し
て
い
る
人
た
ち
は
早
く
回
復
し
ま
す
。
 

ま
た
、
子
供
た
ち
の
筋
肉
や
身
体
能
力
の
成
長
 

も
助
け
ま
す
。
 

精
神
的
な
利
益
 

　
子
供
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
勉
強
 

す
る
、
自
制
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
勤
勉
さ
な
ど
 

は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
役
に
立
つ
と
思
い
ま
 

す
。
 

　
大
人
に
と
っ
て
も
良
い
事
が
あ
る
と
思
い
ま
 

す
。
例
え
ば
職
場
以
外
に
も
友
達
が
で
き
ま
す
。
 

ス
ポ
ー
ツ
を
や
れ
ば
、
特
に
チ
ー
ム
に
入
れ
ば
 

す
ぐ
友
達
が
作
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
日
本
 

の
仙
台
、
青
森
、
福
島
で
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
 

チ
ー
ム
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
い
ろ
 

い
ろ
な
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
人
に
 

よ
っ
て
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
回
り
に
 

友
達
が
い
て
応
援
し
て
く
れ
れ
ば
、
精
神
的
な
 

調
子
が
あ
が
る
と
思
い
ま
す
。
 

 　
私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い
所
に
は
、
絶
対
 

住
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
ス
ポ
ー
 

ツ
は
私
が
日
本
の
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
を
助
け
 

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
西
会
津
で
も
役
場
野
 

球
チ
ー
ム
に
入
り
、
良
い
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
こ
そ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
大
切
さ
で
す
。
 

　秋の運動シーズンに、町老人クラブ連合会が大活躍しました。 
　10月19日に行われた会津地区高齢者健康スポーツ大会では第３位に入賞 
し、また女性部による銭太鼓での応援は応援賞を受賞しました。さらに、 
11月７日に行われた耶麻地方・喜多方市グランドゴルフ交流大会では見事 
優勝を果たすなど、元気な老人パワーを発揮しました。 

（写真左：会津地区高齢者健康スポーツ大会／右：グランドゴルフ交流会） 

　
　
月
　
日
、
奥
川
保
育
所
で
家
族
を
招
待
し
て
の
 

お
遊
戯
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
子
供
た
ち
は
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
練
 

習
し
て
き
た
歌
や
踊
り
な
ど
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
 

表
し
、
会
場
を
訪
れ
た
家
族
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
贈
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

15

11
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

ふ
く
し
ま
駅
伝
 

   

  　
今
世
紀
最
初
の
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
　
月
　
日
、
 

白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト

し
福
島
県
庁
前
ゴ
ー
ル
の
　
区
間
、
　
・
４
㎞

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
回
目
を
迎
え

た
今
年
、
県
内
　
市
町
村
の
参
加
で
我
が
西
会

津
チ
ー
ム
は
、
総
合
順
位
　
位
と
昨
年
と
同
じ

過
去
最
高
の
成
績
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
（
町

の
部
で
　
位
は
過
去
最
高
の
成
績
で
し
た
。
）

特
に
、
　
区
の
男
子
中
・
高
校
生
ま
た
は
、
シ

ニ
ア
の
区
間
を
走
っ
た
根
本
雅
彦
選
手
は
、
区

間
　
位
の
力
走
を
み
せ
る
な
ど
、
新
世
紀
ふ
さ

わ
し
い
西
会
津
チ
ー
ム
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
声

援
も
選
手
に
は
力
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
 

  

  

１５分４９秒 

２８分０７秒 

２１分４１秒 

２６分１９秒 

２３分３５秒 

３０分３０秒 

１９分５４秒 

１７分４１秒 

１２分４４秒 

２９分２４秒 

１６分５７秒 

２５分４０秒 

１７分００秒 

１９分００秒 

１３分５９秒 

２８分４９秒 

※タイム内の（　） 
は区間順位です。 
上位５０位まで掲 
載します。 

ゴール前・ラストスパート！！ 

ふ
く
し
ま
駅
伝

ふ
く
し
ま
駅
伝
 18

16

13

95

85

58

3614

10

11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
区
　
佐
藤
　
和
 

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
、
初
め
て
選
手
と
し
 

　
　
　
　
　
　
　
て
出
し
て
い
た
だ
き
、
精
一
 

　
　
　
　
　
　
　
杯
走
り
通
す
事
が
で
き
ま
し
 

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
競
り
合
え
る
力
を
 

付
け
、
今
年
以
上
の
成
績
を
だ
せ
る
よ
う
に
努
 

力
し
、
ぜ
ひ
来
年
も
選
手
と
し
て
参
加
で
き
る
 

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
の
大
会
で
、
改
め
て
駅
伝
の
楽
し
さ
を
体
 

感
し
、
何
よ
り
西
会
津
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
 

一
員
と
な
り
み
ん
な
と
仲
良
く
走
れ
た
事
は
本
 

当
に
嬉
し
い
で
す
。
 

　
チ
ー
ム
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
 

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
 

来
年
も
、
西
会
津
チ
ー
ム
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
 

し
ま
す
！
 

総合58位（町の部36位）5時間47分09秒 

五十嵐　理　惠  
（西会津中３年） 

１　　区 
（4.0km） 

伊　藤　拓　也  
（喜多方工高２年） 

２　　区 
（8.2km） 

佐　藤　健　吾  
（群岡中３年） 

３　　区 
（5.9km） 

田　崎　友　則  
（喜多方工高２年） 

４　　区 
（7.3km） 

野　口　秀　之  
（西会津高１年） 

５　　区 
（6.4km） 

雅楽川　隼　人  
（㈱アズール） 

６　　区 
（8.1km） 

三　留　教　雄  
（西会津中３年） 

７　　区 
（5.4km） 

渡　部　和　之  
（西会津中３年） 

８　　区 
（5.2km） 

佐　藤　　　和  
（西会津中３年） 

９　　区 
（3.1km） 

五十嵐　洋　平  
（順天堂大２年） 

10　　区 
（8.8km） 

嶋　田　慶　子  
（喜多方高１年） 

11　　区 
（3.8km） 

長谷川　明　人  
（茂木縫製㈱会津工場） 

12　　区 
（7.0km） 

江　川　正　樹  
（特別養護老人ホーム『さゆりの園』） 

13　　区 
（4.8km） 

根　本　雅　彦  
（西会津高３年） 

14　　区 
（5.6km） 

佐　藤　亜　樹  
（西会津中３年） 

15　　区 
（3.4km） 

田　崎　雄　也  
（出光興産野沢給油所） 

16　　区 
（8.4km） 

長谷川　辰　男 
（西会津町公民館） 監　　督 

佐　藤　悦　美 
（西会津消防署） コ ー チ  

区　　間 選　　手　　名 タ　イ　ム 

（４５位） 

（１０位） 

（３７位） 

（４９位） 

（３０位） 
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インディアカ 

卓　　　球 

グラウンドゴルフ 

スイミング（水泳） 

ペ タ ン ク  

ストレッチ体操 

カローリング 

10、24 

11 

12 

1、8、15、22 

22 

17 

5

月 

火 

水 

土 

土 

月 

木 

19：00～20：30 

19：00～20：30 

13：30～15：30 

19：30～20：30 

13：00～15：00 

19：00～20：00 

19：00～12：00

群岡中学校体育館 

さゆり公園体育館 

さゆり公園多目的広場 

さゆり公園室内プール 

さゆり公園ふれあい広場 

 
西会津町公民館 

12月の教室案内 西会津スポーツクラブ 

教室・講習会名 日 曜日 時　　間 会　　場 

※レクダンスは、今月は中止となります。 
※スイミング教室については、プール利用料として400円が必要です。 
※この教室・講習会を受講されたい方は、西会津スポーツクラブにお 
　申し込みください。くわしくは、西会津町公民館・体育振興係（電 
　話45－3244）へお問い合わせください。 

  　
公
民
館
事
業
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
わ

ら
べ
う
た
の
会
」
が
　
月
　
日
、
町
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
昨
年
度
も
お
迎
え
し

て
大
変
好
評
だ
っ
た
、
宮
城
県
塩
釜
市
在
住
の

三
神
博
子
先
生
で
、
参
加
者
数
は
3
回
の
講
演

で
計
　
人
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
 

　
講
演
は
三
部
構
成
で
、
1
部
と
2
部
で
は
、

０
歳
児
か
ら
小
学
5
年
生
ま
で
の
親
子
の
参
加

が
あ
り
、
子
ど
も
と
親
の
ふ
れ
あ
い
を
中
心
と

し
た
わ
ら
べ
う
た
の
実
技
を
行
い
、
親
子
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
3
部
で

は
、
指
導
者
を
対
象
と
し
た
実
技
講
習
会
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
わ
ら
べ
う
た
に
つ

い
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

     

   

　
藩
政
時
代
、
米
沢
│
北
方
街
道
の
出
入
口
で
 

あ
る
柴
崎
村
と
越
後
街
道
上
野
尻
駅
と
の
間
の
 

阿
賀
川
に
船
橋
を
渡
す
事
業
、
あ
る
い
は
銚
子
 

ノ
口
に
橋
を
架
け
て
越
後
街
道
鳥
居
峠
と
結
ぶ
 

計
画
は
洪
水
ま
た
は
地
元
宿
駅
の
異
論
に
会
っ
 

て
失
敗
し
た
ま
ま
明
治
の
世
を
迎
え
た
。
 

　
そ
の
明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）八
月
、
今
度
は
 

地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
銚
子
ノ
口
架
橋
の
許
可
 

願
が
県
令
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
請
願
者
は
豊
 

洲
村
五
十
嵐
健
次
・
佐
藤
嘉
殊
治
・
笹
川
村
外
 

四
カ
村
関
係
高
橋
新
盛
・
同
戸
長
田
代
源
吾
・
 

盤
見
村
（
現
高
郷
村
）
佐
藤
藤
吉
・
山
都
村
小
 

沢
友
次
郎
・
群
岡
村
地
元
総
代
成
田
利
庵
・
同
 

三
カ
村
戸
長
満
田
雄
伍
の
方
々
で
あ
っ
た
。
 

　
成
田
氏
は
群
岡
村
と
い
っ
て
も
銚
子
ノ
口
の
 

地
元
・
端
村
の
人
で
あ
る
か
ら
当
然
と
し
て
も
 

満
田
氏
は
藩
政
期
、
こ
の
架
橋
に
上
野
尻
駅
と
 

共
に
異
論
を
唱
え
た
下
野
尻
駅
の
人
で
あ
る
。
 

そ
の
人
が
上
野
尻
と
宝
坂
を
も
代
表
し
て
請
願
 

に
加
わ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
も
時
世
か
。
県
令
 

は
こ
れ
を
許
可
し
、
着
工
と
な
っ
た
。
 

　
こ
の
橋
は
設
計
図
に
よ
れ
ば
長
さ
二
八
間
・
 

幅
三
間
の
木
橋
で
あ
る
。
そ
し
て
建
設
費
は
材
 

料
費
と
人
件
費
を
合
わ
せ
て
総
額
三
七
八
六
円
 

八
二
銭
三
厘
（
借
入
金
）
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
収
入
源
は
渡
橋
銭
で
一
年
に
つ
き
 

　
●
人
二
万
五
二
〇
〇
人
（
一
人
一
銭
五
〇
〇
 

　
　
文
・
一
日
平
均
七
〇
人
）
計
三
七
八
円
 

　
●
牛
馬
二
万
〇
一
六
〇
頭
（
口
付
共
に
一
頭
 

　
　
当
た
り
二
銭
五
〇
〇
文
・
一
日
平
均
六
〇
 

　
　
頭
）
計
五
四
〇
円
　
（
注
）五
〇
〇
文
は
五
厘
の
こ
と
。
 

　
　
合
計
九
一
八
円
 

　
支
出
は
一
年
に
つ
き
 

　
●
橋
番
人
給
料
（
一
日
二
〇
銭
）
七
二
円
 

　
●
木
炭
五
〇
〇
貫
目
　
水
油
一
斗
　
六
円
 

　
●
修
繕
費
二
五
円
 

　
　
合
計
一
〇
三
円
 

　
差
益
八
一
五
円
 

　
そ
し
て
、
こ
の
中
か
ら
借
入
金
の
年
賦
を
支
 

払
い
、
明
治
三
十
三
年
ま
で
一
五
年
間
で
完
済
 

す
る
計
算
に
な
っ
て
い
る
。
 

　
こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
こ
の
橋
銭
を
徴
収
 

す
る
の
は
一
五
年
間
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
 

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
以
降
は
無
料
で
通
す
と
い
 

う
こ
と
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
現
代
の
高
速
自
動
 

車
道
建
設
の
発
想
そ
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
少
 

し
違
う
の
は
 

　
渡
橋
者
ヨ
リ
橋
銭
ヲ
徴
収
ス
ル
モ
、
コ
レ
ハ
 

　
架
橋
費
ヲ
消
却
ス
ル
ノ
一
図
ニ
ア
ラ
ズ
。
庶
 

　
民
ノ
便
益
ヲ
先
ニ
シ
、
モ
シ
モ
十
五
年
間
ニ
 

　
テ
消
却
ニ
不
足
ガ
生
ジ
タ
ル
場
合
ハ
有
志
者
 

　
ニ
カ
カ
ワ
ル
マ
デ
ノ
コ
ト
ニ
御
座
候
。
 

　
と
述
べ
、
あ
と
は
自
分
た
ち
の
責
任
で
返
済
 

し
、
橋
銭
徴
収
の
延
長
な
ど
は
し
な
い
と
い
う
 

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
橋
も
重
量
計
算
 

に
齟
齬
で
も
あ
っ
た
の
か
、
両
岸
か
ら
橋
桁
を
 

延
ば
し
て
中
央
で
接
続
し
た
所
で
崩
落
し
て
し
 

ま
っ
た
と
い
う
。
文
政
六
年
以
来
の
悲
願
、
や
 

は
り
幻
の
橋
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
滝
坂
・
 

佐
藤
平
四
郎
家
資
料
。
　
　
　
（
こ
の
項
了
）
 

そ
　
ご
 

は
し
げ
た
 

ほ
う
ら
く
 

　
今
、
公
民
館
で
は
出
前
講
座
の
希
望
を
受
付
け
を
 

し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
生
涯
学
習
を
進
め
る
 

た
め
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
 

か
ら
の
希
望
を
受
け
、
集
会
所
な
ど
を
利
用
し
て
学
 

習
す
る
も
の
で
す
。
是
非
、
み
な
さ
ん
、
寒
さ
が
き
 

び
し
い
こ
の
季
節
、
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
何
か
学
習
 

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

◎
講
座
内
容
（
学
習
内
容
）
 

　
・
歴
史
講
座
、
俳
句
、
手
芸
な
ど
 

　
・
ダ
ン
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
カ
ロ
ー
リ
ン
 

　
　
グ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
 

◎
講
座
開
催
手
順
 

　
①
地
区
で
ど
ん
な
学
習
を
し
た
い
か
を
話
し
合
い
 

　
　
ま
す
。
 

　
②
学
習
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
地
区
の
区
長
さ
ん
や
 

　
　
公
民
館
部
長
部
員
を
通
し
て
公
民
館
へ
申
し
込
 

　
　
み
ま
す
。
 

　
③
公
民
館
で
は
、
講
師
の
紹
介
な
ど
の
お
世
話
を
 

　
　
し
、
み
な
さ
ん
の
地
域
ま
で
希
望
の
講
師
を
出
 

　
　
前
し
ま
す
。
 

　
・
な
お
、
講
師
の
謝
礼
等
は
公
民
館
で
お
支
払
い
 

　
　
し
ま
す
。
 

※
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

・
公
民
館
　
　
│
３
２
４
４
 

・
新
郷
分
館
　
　
│
２
３
０
１
 

・
奥
川
分
館
　
　
│
２
０
０
１
 

454749

先生といっしょにうたいましょ（子育てサークル） 

10

27

85
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①寒暖の差に注意 ②過労・ストレスを避ける ③適度な運動を積極的に 

④バランス食と減塩を ⑤体重増加に注意 ⑥基本健診結果をいかそう 

  

  　
最
大
の
予
防
は
血
圧
管
理
 

　
血
圧
は
常
に
一
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
 

一
日
の
中
で
も
変
動
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
季

節
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に
測

定
し
て
自
分
の
血
圧
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
 

　
町
の
在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
（
う
ら
ら
）

を
利
用
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
血
圧
を
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
継
続
し
て
血
圧
を
測

定
し
、
血
圧
の
変
動
を
的
確
に
と
ら
え
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

   　
今
回
は
、
 

う
ら
ら
を
上
 

手
に
利
用
し
 

て
健
康
管
理
 

を
し
て
い
る
 

江
川
力
さ
ん
 

（
牧
）
に
お
 

話
を
伺
い
ま
 

し
た
。
 

 Ｑ
　
い
つ
か
ら
う
ら
ら
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？
 

Ａ
　
平
成
　
年
７
月
か
ら
で
す
。
 

Ｑ
　
始
め
た
き
っ
か
け
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？
 

Ａ
　
血
圧
が
高
く
て
心
配
で
自
分
か
ら
進
ん
で
 

　
希
望
し
ま
し
た
。
 

Ｑ
　
ど
ん
な
時
に
測
定
し
て
い
ま
す
か
？
 

Ａ
　
家
族
３
人
で
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日
 

　
朝
食
後
に
や
っ
て
い
ま
す
。
 

Ｑ
　
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
？
 

Ａ
　
朝
測
定
し
て
い
る
の
で
、
血
圧
が
高
い
時
 

　
は
無
理
な
仕
事
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
 

　
す
。
 

Ｑ
　
利
用
し
て
か
ら
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？
 

Ａ
　
最
初
は
血
圧
の
薬
を
飲
み
始
め
た
ば
か
り
 

　
で
心
配
で
し
た
。
で
も
毎
日
測
定
し
値
が
わ
 

　
か
る
の
で
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
し
た
。
今
 

　
は
安
定
し
て
薬
は
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

Ｑ
　
江
川
さ
ん
の
楽
し
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
？
 

Ａ
　
彫
刻
が
趣
味
で
、
冬
期
間
い
ろ
い
ろ
な
お
 

　
面
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
自
慢
は
獅
子
舞
 

　
の
獅
子
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
家
族
の
だ
ん
ら
 

　
ん
を
大
切
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
発
に
 

　
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 　
「
古
希
の
祝
い
の
同
級
会
で
、
自
分
自
身
で
 

獅
子
舞
を
披
露
し
て
み
ん
な
に
大
喜
び
さ
れ
て
 

良
か
っ
た
」
と
、
と
て
も
元
気
に
ユ
ー
モ
ア
を
 

交
え
て
お
話
し
す
る
江
川
さ
ん
は
イ
キ
イ
キ
輝

い
て
い
ま
し
た
。
 

　
自
分
の
楽
し
み
を
持
ち
、
生
涯
現
役
で
過
ご
 

せ
る
よ
う
、
健
康
管
理
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
 

う
ら
ら
を
利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

う
ら
ら
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
 

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
│
２
３
０
６
 

　
「
人
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
」
と
い
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
脳
卒
中
は
脳
の
血
管
の
病
気
で
、

死
亡
率
は
減
っ
て
い
ま
す
が
脳
卒
中
に
か
か
る

人
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
寒
さ
の
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
は
、
重
点
的

に
予
防
対
策
を
実
行
す
る
時
期
で
す
。
 

  　
脳
卒
中
の
予
防
は
 

　
　
　
こ
れ
か
ら
が
本
番
 

　
寒
さ
で
毛
細
血
管
が
収
縮
す
る
冬
は
、
血
圧

が
高
く
な
り
や
す
く
、
運
動
不
足
や
体
重
増
加

な
ど
に
よ
り
発
病
し
や
す
い
時
期
で
す
の
で
次

の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

47

利
用
者
の
声
 

11

． 

． ． ． ． ． ． ． ． 

． ． ． 
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みんなの広場 みんなの広場 
高
松
　
　
梓
 

　
　
〔
１
町
内
〕
 
さ ん 

　塚原学さん（11月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　一生懸命、仕事を頑張ってくだ 
さい！ 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

赤
城
自
転
車
さ
ん
の
交
差
点
か
ら
の
眺
め
 

（
5
月
の
連
休
の
こ
ろ
は
、
新
緑
の
中
に
 

飯
豊
山
だ
け
が
ま
だ
白
く
て
、
そ
の
色
彩
 

が
き
れ
い
で
す
）
 

あなたの趣味は？ 

　インターネットの懸賞です。 

まだ、何も当たっていないんで 

すけど… 

 

自分を一言で表現するとしたら？ 

　小さい時から家族には　ほや 

ーっ　としていると言われます。 

最近気をつけていることは？ 

　チョコレートを我慢する（笑） 

　冬になると期間限定のチョコ 

レートがいろいろ出るんですけ 

ど、我慢します。 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｔ．Ｍさん（新町） 

『
ク
ラ
ス
の
だ
れ
も
が
主
役
に
な
っ
て
行
事
に
参
加
す
る
、
と
 

て
も
ま
と
ま
り
が
あ
っ
て
仲
の
良
い
ク
ラ
ス
で
す
』
 

　
今
月
は
、
桐
ゲ
タ
健
康
 

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
相
撲
や
 

侍
な
ど
の
楽
し
い
仮
装
で
 

参
加
し
た
、
野
沢
小
学
校
 

４
年
１
組
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
今
回
の
桐
ゲ
タ
マ
ラ
ソ
 

ン
は
、
担
任
の
酒
井
央
先
 

生
が
　
来
年
ク
ラ
ス
替
え
 

に
な
る
の
で
み
ん
な
で
参
 

加
し
て
ク
ラ
ス
の
思
い
出
 

に
し
よ
う
　
と
話
し
た
こ
 

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
 

仮
装
の
衣
装
は
、
学
級
活
 

動
の
時
間
と
昼
休
み
や
放
 

課
後
に
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。
初
め
は
 

少
し
い
や
が
っ
て
い
た
子
供
も
い
ま
し
た
が
、
準
備
を
す
す
め
 

て
い
る
う
ち
に
み
ん
な
積
極
的
な
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
 

よ
う
で
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
み
ん
な
元
気
に
完
走
し
、
み
ご
 

と
に
仮
装
ゲ
タ
ゲ
タ
賞
に
も
選
ば
れ
て
大
喜
び
し
ま
し
た
。
 

　
酒
井
先
生
に
ク
ラ
ス
の
話
し
を
伺
う
と
　
マ
ラ
ソ
ン
に
は
都
 

合
で
走
れ
な
い
子
も
い
ま
し
た
が
、
そ
の
子
た
ち
も
仮
装
の
準
 

備
の
手
伝
い
を
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
「
勇
気
、
や
る
気
、
元
 

気
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ク
ラ
ス
の
だ
れ
も
が
主
役
に
な
っ
て
行
 

事
に
参
加
す
る
、
と
て
も
ま
と
ま
り
が
あ
っ
て
仲
の
良
い
ク
ラ
 

ス
で
す
　
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
ち
な
み
に
、
仮
装
ゲ
タ
ゲ
タ
賞
で
も
ら
っ
た
商
品
券
は
ク
ラ
 

ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
使
う
そ
う
で
す
。
 

″
 

″
 

″
 ″

 

″ 

″ 
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要介護度 

要 支 援 

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 

これまで（6カ月で） 1月から（1カ月で） 

７日 

１４日 

１４日 

２１日 

２１日 

４２日 

６日 

１６日 

１８日 

２４日 

２７日 

３０日 

              

    　
現
在
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
6
カ
月
ご
と

に
利
用
で
き
る
日
数
の
上
限
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
来
年
1
月
か
ら
は
支
給
限
度
額
の

範
囲
内
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

            ＊
連
続
し
て
利
用
で
き
る
の
は
　
日
ま
で
で
す
。
 

＊
利
用
日
数
は
、
認
定
結
果
の
有
効
期
限
（
原
 

　
則
6
カ
月
）
の
お
お
む
ね
半
数
月
を
こ
え
な
 

　
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

＊
他
の
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合
わ
せ
て
 

　
利
用
す
る
場
合
、
１
カ
月
に
短
期
入
所
サ
ー
 

　
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
日
数
は
表
の
日
数
よ
り
 

　
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
介
護
国
保
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
2
2
1
4

                     　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
の
保
育
所
へ
の
入
所

申
込
み
を
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

　
申
込
み
用
紙
は
健
康
福
祉
課
福
祉
係
、
各
保

育
所
、
福
祉
会
保
育
所
事
務
局
に
あ
り
ま
す
の

で
、
入
所
及
び
延
長
保
育
、
乳
幼
児
保
育
を
希

望
す
る
保
護
者
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

◎
乳
幼
児
保
育
（
野
沢
保
育
所
の
み
実
施
）
 

　
対
象
は
、
平
成
　
年
4
月
1
日
現
在
で
生
後

6
カ
月
に
達
し
て
い
る
0
歳
児
と
1
歳
児
で
、

定
員
　
名
に
よ
る
合
同
保
育
を
行
い
ま
す
。
な
 

                 お
、
保
育
料
は
規
定
保
育
料
に
　
％
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
 

◎
延
長
保
育
（
各
保
育
所
で
実
施
）
 

　
対
象
は
、
通
常
の
保
育
時
間
で
は
送
迎
者
の

い
な
い
児
童
で
、
時
間
は
午
前
7
時
　
分
か
ら

午
後
6
時
（
土
曜
日
は
午
後
0
時
　
分
）
ま
で

保
育
し
ま
す
。
な
お
保
育
料
は
規
定
保
育
料
に

月
2
、
0
0
0
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
 

▼
申
込
書
提
出
先
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
、
各
保
育
所
、
福
祉
会
 

　
保
育
所
事
務
局
 

▼
申
込
締
切
り
　
　
月
　
日
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
　
　
　
│
2
2
1
4

45
30

◆短期入所サービスが利用 
　できる最大日数 

　これからの期間は早い夕暮れや気温の低下による路 
面の凍結など、交通環境が悪化するため交通事故が多 
発します。このため年末年始の交通事故防止県民総ぐ 
るみ運動が実施されます。 
 
◆運動期間 
　12月10日（月）～１月７日（月） 
◆重点取組 
　◎飲酒運転の追放 
　　　飲酒運転は、重 
　　大な交通事故の原 
　　因となります。飲 
　　酒運転を町から追 
　　放しましょう。 
　◎夜間の交通事故防止 
　　　ライトの早め点灯と夜光反射材の活用を推進し 
　　ましょう。 
　◎シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底 
　　　子供は親を見て育ちます。親も子も正しいシー 
　　トベルト着用を習慣付け、安全行動の徹底を図り 
　　ましょう。 

45

1414

10

40
30

12

10

（月） 
10
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こ
れ
ま
で
の
確
定
申
告
書
は
所
得
の
種
類
な

ど
に
応
じ
て
6
種
類
に
分
か
れ
、
ま
た
説
明
文

や
計
算
式
の
文
字
が
小
さ
い
な
ど
、
見
に
く
く

分
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
分

の
所
得
税
の
申
告
か
ら
申
告
書
が
新
し
く
全
面

的
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
申
告
書
の
種
類
が
２
種
類
に
整
理
さ
れ
る
と

と
も
に
、
裏
面
に
記
入
し
て
か
ら
表
面
に
転
記

す
る
方
式
が
廃
止
さ
れ
、
文
字
も
大
き
く
見
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
確
定
申
告
の
手
引
 

き
」
の
中
で
所
得
金
額
や
所
得
控
除
額
の
計
算

が
で
き
、
申
告
書
へ
の
転
記
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
よ
り
使
い
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
 

　
新
し
い
申
告
書
と
手
引
き
の
見
本
は
税
務
署
 

と
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
 

　
　
　
　
　
0
2
4
1
│
　
│
5
0
5
0
 

　
税
務
課
民
税
係
　
　
　
　
│
2
2
1
2
 

     　
先
般
、
日
本
初
の
牛
海
綿
状
脳
症
（
い
わ
ゆ

る
狂
牛
病
）
に
感
染
し
た
牛
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
福
島
県
で
は
そ
の
対
策
と
し
て
、
家
畜
保
健

衛
生
所
に
よ
り
県
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
牛
全
頭

の
緊
急
検
査
を
実
施
し
、
異
常
の
あ
る
牛
が
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
今
後
も
計
画
的
 

に
立
入
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
と
畜
場
に
出
荷
さ
れ
る
牛
を
食
肉
に

適
す
る
か
ど
う
か
徹
底
的
に
検
査
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
安
全
と
確
認
さ
れ
た
も
の
以
外
の

牛
は
食
用
と
し
て
も
飼
料
原
料
用
と
し
て
も
出

回
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

　
し
た
が
っ
て
、
み
な
さ
ん
に
提
供
さ
れ
る
牛

肉
は
す
べ
て
安
全
で
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
 

　
　
　
　
　
０
２
４
│
　
│
７
３
６
３
 

    　
年
末
年
始
に
犯
罪
や
事
故
に
遭
わ
な
い
で
明

る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
、
県
警
で
は
「
特
別

警
戒
」
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

◎
外
出
す
る
と
き
は
戸
締
ま
り
を
確
認
し
て
か

　
ら
で
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
　
空
き
巣
の
犯
人
は
、
近
所
へ
の
買
い
物
や

　
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
時
間

　
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
 

◎
不
審
な
人
・
車
を
見
掛
け
た
ら
警
察
に
通
報
 

　
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
　
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
狙
う
強
盗
 

　
犯
人
は
、
駐
車
場
な
ど
で
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
 

　
が
っ
て
い
ま
す
。
 

◎
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
か
ら
離
れ
 

　
る
と
き
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

13

2445

521

　町では、東北電力㈱第二上野尻発電所建 
設に伴う電源立地促進対策交付金（1,300万 
円）を受けて、町道橋屋２・３・４号線（延 
長312. 5　）の道路拡幅と舗装を行いまし 
た。 
　これにより、集落内の車両通行や機械に 
よる除雪が円滑に行われるようになりまし 
た。 

メー 
トル 



16

   

   

   

        　
毎
年
恒
例
の
桐
ゲ
タ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
り

ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
だ
け
で
な
く
、
楽

し
い
仮
装
で
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
も
多
く
な
り
、
 

み
ん
な
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 　
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
並
び
に

情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
企
画
調
整
課
　
　
　
―
4
5
3
6

川　口　陽　子（51）良　平　妻　9町内1 
塩　原　　　正（74）正　行　父　芝　草 
折　笠　　　崇（76）全　子　夫　森　野 
田　崎　チ　ヨ（80）　榮　　母　森　野 
三　留　義　正（71）正　成　父　さゆりが丘　 
目　黒　千　代（87）博　也　母　上小島 
三　留　　　功（59）崇　雄　兄　青　坂 
高　津　悳　夫（84）健　一　父　上野尻 
長谷川　幸　栄（69）キ　ノ　夫　上野尻 
須　藤　　　貢（88）正　二　父　　原 
武　藤　　　弌（75）　健　　父　柴　崎 
佐　藤　菊　江（81）ハルイ　夫　新　町 
佐　藤　金　谷（73）安　雄　父　新　町 
井　上　榮　光（80）春　己　父　道　目 
矢　部　アキ子（72）克　典　母　中ノ沢 
矢　部　ミ　ト（87）傳次郎　母　真ヶ沢 

佐久間　信　夫　　新　町 
　李　　紅　花　　中　国 
 
土　田　英　司　　上野尻 
橋　本　杏　子　　川俣町 

戸 籍 の 窓 口  
10月受付分〔敬称略〕 

お誕生 
　おめでとう 

お悔やみ申し上げます 

た そう 

い ゆ 

鈴　木　颯　太　　暁・明子　　　西　原 

佐　藤　優　衣　　実・瑞穂　　　上野尻 

休
日
当
番
医
 

歯
科
休
日
当
番
医
 

《
喜
多
方
管
内
》
 

《
会
津
管
内
》
 

22
―
0
2
6
7

（
0
2
4
1
）
 

病
　
院
　
名
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

あ
き
も
と
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

県
立
喜
多
方
病
院
 

い

と

う

眼

科
 

小
　
野
　
病
　
院
 

猪
　
俣
　
医
　
院
 

鳴
　
瀬
　
病
　
院
 

き
た
か
た
診
療
所
 

有
　
隣
　
病
　
院
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

大
　
竹
　
内
　
科
 

県
立
喜
多
方
病
院
 

小
　
野
　
病
　
院
 

鳴
　
瀬
　
病
　
院
 

有
　
隣
　
病
　
院
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

君
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

22
―
5
3
2
1
 

21
―
1
5
1
5
 

22
―
2
1
8
1
 

22
―
5
9
0
0
 

22
―
0
4
1
4
 

22
―
0
2
6
4
 

24
―
3
3
3
3
 

23
―
3
6
1
1
 

24
―
5
0
2
1
 

22
―
0
2
6
7
 

22
―
5
3
2
1
 

22
―
0
2
4
1
 

22
―
2
1
8
1
 

22
―
0
4
1
4
 

24
―
3
3
3
3
 

24
―
5
0
2
1
 

22
―
0
2
6
7
 

22
―
5
3
2
1
 

24
―
5
8
0
0

電
話
番
号
 

月日 12／923 162429303 2 316 1／1

（
0
2
4
2
）
 

22
―
0
9
2
2

（
0
2
4
2
）
 

54
―
2
0
3
0

（
0
2
4
2
）
 

22
―
0
1
9
5

（
0
2
4
1
）
 

24
―
3
3
3
3

（
0
2
4
2
）
 

22
―
0
1
7
2

（
0
2
4
1
）
 

27
―
3
0
0
1

（
0
2
4
2
）
 

22
―
6
3
1
1

（
0
2
4
2
）
 

83
―
2
8
0
9

（
0
2
4
2
）
 

24
―
0
5
5
0

（
0
2
4
1
）
 

23
―
1
1
5
8

（
0
2
4
2
）
 

62
―
2
5
2
5

（
0
2
4
2
）
 

25
―
1
1
1
0

（
0
2
4
1
）
 

24
―
4
2
2
1

（
0
2
4
2
）
 

22
―
0
7
2
2

（
0
2
4
1
）
 

45
―
3
0
1
1

（
0
2
4
2
）
 

26
―
3
7
6
2

（
0
2
4
2
）
 

83
―
9
2
9
2

病
　
院
　
名
 

本
間
歯
科
 

福
田
歯
科
 

大
村
歯
科
 

鳴
瀬
病
院
 

小
汲
歯
科
 

村
澤
歯
科
 

お
ん
だ
歯
科
 

中
島
歯
科
 

加
藤
歯
科
 

福
田
歯
科
 

長
谷
川
歯
科
 

お
お
ほ
り
歯
科
 

松
崎
歯
科
 

松
山
歯
科
 

渡
部
歯
科
 

渡
部（
二
）歯
科
 

中
島
歯
科
駅
前
診
療
所
 （

会
津
若
松
市
） 

（
会
津
高
田
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（

塩
川
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
会
津
坂
下
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
猪
苗
代
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
西
会
津
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
会
津
坂
下
町
） 

電

話

番

号

 

月日 12／91／1 162324303123

（
0
2
4
2
）
 

26
―
0
4
1
8

（
0
2
4
1
）
 

22
―
7
4
5
4

加
羽
沢
歯
科
 

宮
城
歯
科
 （会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

6

ご結婚 
　おめでとう 

○日時　12月 7日（金） 
　　　　12月27日（木） 
　　　　　午前９時～ 
 
○場所　老人憩の家 
 
○電話　４５－４２５９ 

今月の 
心配ごと相談日 

◆まちの人口 
　 

　　　　　　　〈前月比〉 

○総　数　9，401人　－17人 

　・男　　4，567人　－ 9人 

　・女　　4，834人　－ 8人 

○世帯数　3，024世帯－4世帯 

11月1日現在 

今月の表紙 

45


